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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・来年度の日精協教育通信の受講生の希望をとります。受講費用は、基礎課程５万３千円、精神科介護士課程８万７千円です。希望される方は2月26日までに江刺家課長まで申し出てください。

· 本日、栄養指導が行われます。14時から下村　藤江様、長谷川　陽一様、出河　攻様の4名で、１５時から本田　英之様（個別）となっています。次回、本多　富美様が参加予定となっており、今後は5名の参加予定になります。

・本日17：30から４Fユーティリティーにて回想法の勉強会が行われます。興味のある方は参加してください。

・3月24日家族教室が行われます。対象の御家族様で出席を検討し、準備を進めてください。担当は下帯、橋本です。又、今回の家族教室には川端先生の講義も予定されています。

・2月26日はまなす会の会合が行われる予定です。詳細についてはSW泉さんへ確認してください。

・下村　藤江様～来週の月曜日（診察時）に、合併症についてテストを行う予定となっています。現在の本人の様子としては、テストについて不安な事を話されていますが、何の為に行っているのかという意識の乏しさが伺えます。テスト日までは自己学習を行う様伝えています。今週の土曜日と日曜日にＡユニットに付いたスタッフは確認テストを行い、分からない場合は指導していきましょう。

（ソーシャルワーカーより）

・坂本　健治様～精神科病院へは初めての入院となっており、主治医より２ヶ月間程の入院期間を考えているとの方針です。正しい知識を持って頂く為にも疾病教室への参加を重点的に検討していく予定です。心理検査の結果では、物事を順序立てて考えられず、集中力を持続する事が難しいと判定されています。疾病教室導入の際は、静かな環境で１つ1つゆっくりと説明し、前の復習をしながら進めていきましょう。

　　　　　　　　　又、御家族様より、本人の言動に振り回されている状態だとの訴え聞かれています。３月２４日の家族教室の参加を希望されています。

＜作業報告・検討＞

・横山　耕生様～今週に入り、「運動してお尻にできものが出来た」「お尻が痛い」等の身体不調聞かれ、作業中の途中退席が見られています。不参加を希望した時の報告の際は、作品を1つ作ってから病棟に戻るなど、少しでも長く参加出来る様関わっていますが、集中力がなく疲れやすい様子が伺えます。又、本人より退院後に対する不安や、やりたい事がたくさんあるとの訴え聞かれており、その為にはどうしたらいいのかを今後話し合っていく予定です。現在は、毎回最後まで参加出来るよう関わっていきます。

　　　　病棟→病棟でも身体不調の訴え聞かれており、臥床傾向にあります。臀部の状態を観察していくと共に、本人が身体的症状と精神的症状を混合せず、認知出来る様関わっていきましょう。

・村松　茂治様～導入当初より、落ち着いて参加されています。必要な物品の管理も出来ていますが、スタッフ声掛けにて準備される事が多く、時折借りた物品を違う場所へ戻す事あります。説明した事に関しては一通り出来ていますが、継続して見守り・観察必要と思われます。現在は本に描いてある絵画を描いており、作業中は集中して行う事出来ており、ルールを守って落ち着いて過ごす事を目標としています。又、「家に帰ったら（酒を）飲む」との発言聞かれ、断酒の意識の乏しさが伺えます。家に帰っても行う事が出来るものを探す様説明していきましょう。

　　　　病棟→日常生活面に関しても、スタッフ声掛け要しています。断酒や生活面に対し物事を自分に置き換えて考える事が出来ていない様子です。今後も継続して観察・見守りを行い、何の為に行っているのかという意識を持って頂く様関わっていきましょう。

・下野　正男様～真面目に参加されており、落ち着きも見られています。本人より、「冬は家族の手伝いで家に帰ってもやる事はある。冬は漢字のプリントをやる」との話が聞かれています。家での役割を決めるなど、時間の使い方が見つけられる様話し掛けていきましょう。

　　　　　病棟→現在は、他者への不満・口調の荒さ目立つ事はなく過ごされています。余暇時の過ごし方に関しては、病棟でもプログラムなどを通し、時間の使い方が見つけられる様話し掛けていきましょう。

＜Dr川端担当患者様ケースカンファレス＞

・吉田　光良様～今週、脳波を検査しましたが異常は見られませんでした。又、目のギラツキ、周囲に対し易刺激的な様子見られる事から2月25日よりロドピンを50mgから使用していきます。小量ずつ増薬していく予定なので、歩行時のふらつき、日中の眠気の有無、硬直性の痙攣等に注意していきましょう。又、本人から日中の眠気に対しての抵抗感も聞かれ、副作用出没時などはすぐスタッフへ知らせるよう本人に説明し、了解を得ています。

・兼田　喜代治様～先週、主治医より、3月末に秋田の病院又は施設への転院を検討している事を本人へ伝えると、納得されている様子でした。以前見られた失見当識の訴えは現在見られていませんが、生活リズムの確立や自主的な行動が取れていない状態なので、引き続き継続して声掛け・介入していきましょう。

・堀内　泰子様～現在は幻聴等の異常体験による生活障害は見られず、落ち着いて過ごされています。過去に怠薬による症状再燃の経過があった事から、退院後の服薬継続の問題を考慮し、薬物療法としてはデポ剤・セレネース内服への切り換えを検討していきます。御家族様が面会に来られた際は、主治医が治療方針について説明していく予定です。

・清川　厚子様～2月18日から服薬調整していますが、夜間の睡眠確保出来ており、腹部に関する訴えや状態も改善傾向にあります。日中の眠気はなくなってきている様子ですが、本人より退院に関する要求が聞かれています。御家族様からの情報が得られていない状態なので、今後御家族様の意向を聞き、退院に関して検討していきます。生活面での介入は継続して行っていきましょう。又、旦那様より「3月末に退院だと良いと言われた」との話しが聞かれています。今後、スタッフから御家族様の意向を確認していく予定です。

・平　京子　様～2月9日に嘔吐見られていますが、その後は吐気・嘔吐の訴え聞かれません。血圧の変動は継続して見られている為、今まで通りに三検（朝、昼、夕）で測定していきましょう。又、診察にて起立性低血圧を考慮し、シェロンテストを日中看護サイドで今後実施していく予定です。

・織田　比佐子様～2月18日朝より、服薬調整行っています。調整した当日の夜間に、眠気の訴え聞かれていますが、その後は訴え聞かれず、歩行のふらつき・依存的な様子も見られていません。又、小刻み歩行・手指振戦改善目的の為2月25日よりタスモリンを4mg→5mgへ服薬調整していきます。日中の眠気の有無、歩行時の状態を観察していきましょう。又、外泊時に御家族様が口がもぐもぐしている事を気にしているという情報があり、主治医によりムンテラを行う方針です。次回の外泊帰院時、家族面談を実施していく予定です。

＜Dr猪股担当患者様NCP評価・検討＞

・布施　邦雄様～2月上旬から中旬にかけて、ニヤツキ・気分の高まり、他者へ自分の物をたかられ、断ると怖いという不安の訴え聞かれていました。一昨日、作業の途中でスタッフを呼び、「自分でやりたい事があっても胸が苦しくて字もかけない」との訴え聞かれていましたが、傾聴後は「少し楽になった」と話されています。自発的に話される事が少ない為、スタッフから調子を尋ねて行くと共に、本人から話し掛けてこられた際は、ゆっくりと傾聴していきましょう。

・大橋　照子様～以前より、服薬の時間が遅れる事あり、服薬の認識に乏しい様子が伺えています。現在もスタッフを見て服薬時間を決めている事がありますが、拒薬はありません。又、食事に関しても被毒妄想に左右された発言聞かれており、残食傾向が見られています。食事後は摂取状態に関し、本人へ調子を尋ねていきましょう。

